
                                                    

 

 

 

 《改革の理念》             《目指す府政の姿》         《５つの改革》                              

新しい行政システム「大阪モデル」づくり 

～２１世紀の府県像を目指し て 

  透明でわかりやすい行政経営 ～ 

「負の遺産」を整理 

～問題を先送りせず、企業局事業を収束～ 

～府主導の新たな面的開発と決別～ 

全国一、スリムな組織づくり 

～一般行政部門で３，０００人を削減～ 

 

ＩＴをフル活用した 
スピードアップ、 
透明性の確保によって 

「右肩上がり」の 

意識・体質と決別して

府民・NPO と 
手を携えて 

市町村との 
二人三脚によって 

民間の力を活かして

二
十
一
世
紀
の
新
し
い
府
県
行
政
を
提
示
し
ま
す
。 

大阪の再生に向けて 
 

「まちが安全・くらしが安心」 
「人が元気」「都市が元気」な   
大阪づくりに向け、やるべきことを

しっかりやります。 
 

これからの自治体行政の役割 
 

府民のさまざまな要望に、すべて行

政が応えうる時代は終わりました。

これからの自治体行政がやるべき

ことは、 
 地域づくりのシンクタンク 
 府民や民間の活動の環境づくり
 府民の自立を基本に、必要な
ときに必要な支援を行うこと 

です。

大阪スタイルを極める 
 

大阪は「民が活力を生み出して

きたまち」。府民や企業の頑張

り・やる気をバックアップし、

公と民の新しい協働スタイルを

発信します。 

すべての施策を評価し、重点化 

～やるべきことを厳選して施策を再構築～ 

ＮＰＯと協働 

再建団体転落を回避 

～１０年間で計画的に財政収支を改善～ 

「
大
阪
府
の
３
つ
の
挑
戦
」 

～
ス
リ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ー
フ
テ
ィ
～ 

「スリムな組織でコストをダウン」、「府民参加・府民本位のサービス」で、「安全・安心」の府政を実現します。  

サービス セーフティ スリム 

この計画は１０年先を展望したプログラムですが、１４年度から１６年度までの３年間を集中取組期間として、

その間に取り組む内容を 13年度中に明らかにし、進捗状況を毎年点検してわかりやすくお知らせします。 


